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「デジタル時代の人材政策に関する検討会」 開催目的

 サイバー空間とフィジカル空間が高度に融合し、リアルタイムに情報やデータが活用・共有されるデジタル社会

（Society5.0）の到来に向けて、ビジネスモデルの抜本的な変革（DX：デジタルトランスフォーメーション）を推進し、

新たな成長を実現する企業も増加している。

 こうした社会の変化は、企業・組織における人材の活用の仕方や、個々人の学びの仕方にも大きな変化をもたらすもの

と考えられる。

 こうした変化を踏まえて、本検討会では、新たな時代に即したデジタル人材政策の方向性について検討を行う。

開催の背景と趣旨
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検討事項 本検討会では、以下の事項等について、検討を行う。

① デジタル人材が求められる背景と現状の確認

② デジタル人材の育成に関する課題の整理

③ デジタル人材の育成に必要な取組の方向性の明確化

④ 上記の取組を実現する上での諸課題についての検討

⑤ 今後さらに検討すべき課題についての検討



「デジタル時代の人材政策に関する検討会」 今年度体制

今年度の検討体制 本検討会の今年度の体制は、以下のとおり。

＜座長＞ 三谷慶一郎氏（株式会社NTTデータ経営研究所）
＜事務局＞ みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社

試験ワーキンググループ

実践的な学びの場ワーキンググループ

＜主査＞ 島田裕次氏（東洋大学）
＜事務局＞ みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社

＜主査＞ 石原直子氏（リクルートワークス研究所）
＜事務局＞ みずほリサーチ＆テクノロジーズ株式会社

デジタルスキル標準検討会 ＜座長＞ 石戸奈々子氏（一般社団法人超教育協会）
＜事務局＞ デロイトトーマツコンサルティング合同会社

デジタル時代の人材政策に関する検討会
人材政策全体の方向性を検討

情報処理技術者試験制度改革の方向性を検討

デジタル人材育成プラットフォームの全体像を検討

デジタルスキル標準の内容を検討
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